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アウトリーチ事業の概要 
１ 目的    

(1) 地域で精神科未受診、受診拒否している人を早期に支援につなげること 
(2) 精神科病院退院後・外来通院中の精神障害者の（再）入院を防止すること 
(3) 住民トラブル・家族内暴力など地域の問題事例に対応すること 

 
２ 対象 練馬区在住者で以下に該当するもの 

(1) 精神障害が疑われる未受診者 
病識を欠いた人、ひきこもりの人、近隣苦情などで日常生活に支障が生じている人 

(2) 受診中断・服薬中断等で日常生活に支障が生じている、または病状悪化による再入院

の可能性のある人 
 (3) その他保健相談所長が認めるもの 
  
３ 事業の流れ               

保健相談所地域保健係内検討会 
ケースの事例化の判断 

                   ↓ 
保健相談所内検討会議 

現状・課題分析、対応方法等を検討 
事業の該当・非該当を決定 

（会議メンバー） 
保健相談所長、管理係長、地域保健係長、精神担当保健師、地区担当保健師 

                   ↓ 
アウトリーチ会議と家庭訪問診療（同日） 

事例のアセスメント、対応方針の確認、訪問実施、評価 
（訪問当日の流れ） 
  事前打ち合わせ会議 → 自宅訪問 → 事後評価会議           

（会議メンバー） 
精神科医、保健相談所長、管理係長、地域保健係長、精神担当保健師、 
地区担当保健師、その他＊ 

（訪問チーム） 
精神科医、地区担当保健師、その他必要に応じて会議メンバーの中から選出する。

 
 ＊総合福祉事務所、地域包括支援センター、子ども家庭支援センターなどの 

関係行政機関の職員や、医療機関の職員など 
                     


